
地域包括ケア推進会議における主な議論
（地域での対応方針・市レベルの課題）

資料２

令和元年度 第２回 松戸市地域ケア会議
令和２年１月３０日

○令和元年６月～１１月の間、地域包括ケア推進会議は各地区で合計14回開催され、特に災害について５つの地区で、
移動支援について４つの地区で議論された。
医療・介護・福祉・地域関係者等のほか、テーマに応じて、警察、交通機関、宅配事業者、司法機関、近隣市職員等
が参加して、地域課題の解決に向けて議論が行われた。

○推進会議では、課題解決に向けて、地域での対応方針を決定する。地域で解決できない課題がある場合には、そうした
課題を抽出した上で、市レベルの課題につなげる。



テーマ ⑴ 課題 ⑵ 関係する個別
事例 ⑶ 地域での対応方針 ⑷ 市レベルの課題 ⑸ 地

区

1.
認知症

〇認知症について
の相談先を知らな
い人が多い。

〇認知症高齢者数
が増加している。

〇認知症になって
も、周りの方の協
力を得ながら地域
で安心して暮らし
ていくためのサ
ポートが必要。

〇オレンジ協力員
の力を活かす取り
組みと工夫が足り
ない。

〇認知症の独居高
齢者で、在宅生活
を続けたいと希望
しているが、その
ために社会資源の
活用を必要とする
事例。

〇認知症の身寄り
がない高齢者で、
自宅で最期まで暮
らしたいが、周り
から孤立し、ケア
マネに公私を超え
た要求をする事例。
【馬橋】

普及
啓発

○地域包括の周知の強化。
〇認知症サポーター養成講座等の実
施
○オレンジリングの存在と意味を地
域に周知する。
○地域の方に認知症の周知の機会を
設ける。（施設の見学ツアー等を企
画）

○地域包括を広く周知するため、
市関係機関の窓口での情報発信
の方法の検討。

○支所で市や地域包括の取り組
みをテレビ画面で流す。

馬橋
明第
２西連携

強化

○近所に気になる人が居た時に情報
を伝えられる場や仕組みを検討。
○オレンジ協力員の数増加の取り組
み。
○オレンジ協力員の勉強会・交流会
を定期的に開催していく。
○オレンジ協力員が実践できる場を
考える。

〇オレンジ協力員の取り組みの
推進。

取組
検討

○認知症の家族と一緒に出かけられ
る場を作る。
○認知症の人の支援が出来る人を増
やす取り組み。
〇認知機能検査（ファイブコグ）を
実施し、認知機能について客観的な
評価を元にした個別の予防セルフケ
アを指導する。

○認知症カフェという名称に代
わる呼び名の検討。
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テーマ ⑴ 課題 ⑵ 関係する個別
事例 ⑶ 地域での対応方針 ⑷ 市レベルの課題 ⑸ 地区

2.
介護予
防

介護予防・重症化予防
としてフレイル・サル
コペニアへの取り組み
が必要

急激に体重が減少し、
自立度が低下、尿失
禁による着衣汚染、
誤嚥性肺炎が出てき
た事例。

連携
強化

フレイル対策として、住民主
体の介護予防活動の会場を増
やす。

介護予防・重症化予防として
フレイル・サルコペニア対
策について介護専門職への
普及が必要。

明第２西

3.
多分野
地域共
生

〇高齢者分野の専門
職が精神疾患につい
ての相談先を十分理
解していない。

〇介護分野の支援者
の精神疾患について
の知識が足りない。

〇共生社会の実現に
向けて取り組む必要
がある。

60代前半独居で統
合失調症のある方
が急激に陽性症状
が出現した事例
【東部】

普及
啓発 小・中学校で「障がい者教

室」の実施。
小中学生へのアプローチに
ついて教育委員会への働き
かけ

東部
五香松飛
台

連携
強化

地域包括支援センターがケア
マネジャーを対象とした勉強
会にて、障害分野の相談先や
連携できる機関を紹介する。

〇精神疾患についての研修
会など普及啓発に努める。

〇ケアマネ向け研修会で障
害分野の相談先や連携先に
ついて周知する。
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テーマ ⑴ 課題 ⑵ 関係する個
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7.
移動支援

〇加齢や疾病、
高齢者のみ世帯
の増加により、
買物に行けない
高齢者が増えて
いる。

〇買い物に行く
ことが難しい地
域の高齢者に対
する支援の検討
が必要。

〇車を運転しな
くても生活でき
る環境を整備す
る必要がある。

〇松戸市独自の
運転免許自主返
納者に対する支
援措置がない。

〇身近なところ
に免許返納でき
る場がない。

〇認知症の自覚
がなく、免許返
納を拒み運転を
続ける独居の方
への支援事例。

〇加齢や疾患に
伴う身体機能の
低下により外出
ができないとい
う問題を抱えた
独居の地域住民
が増えている。

普及
啓発

〇認知症サポーター養成講座
で免許証返納について情報提
供する。

〇警察に高齢者の運転免許証
返納の講話を依頼する。

〇バス会社に優待証・高齢者
支援パスについての講話を依
頼する。

〇買い物優待サービス説明。

運転免許証返納についての
情報提供をする。

明第１
明第２西
明第２東
五香松飛
台

連携
強化

〇介護施設所有の車両と住民
ボランティアを活用した、高
齢者の買物支援を拡大してい
く。

〇他地区で実施している買い
物支援事業を参考にし、圏域
の地理的問題や安全性等を踏
まえたうえで実現できるよう
に準備していく。

〇把握した買い物困難高齢者
についてタクシー、バス会社
に情報提供し、タクシー定期
券などを検討してもらう。

〇住民同士の支え合い、ボ
ランティア活動促進の支援。

〇高齢者の交通手段につい
て検討を行う。

〇運転免許証返納が促進さ
れるよう、警察、交通機関
等と連携を図る。

取組
検討

デイ送迎者の日中活用や有償
での車の送迎を検討する。

住民による移動支援の体制
づくりについて検討を行う。

3

地域包括ケア推進会議における主な議論の整理③



テーマ ⑴ 課題 ⑵ 関係する個別事
例 ⑶ 地域での対応方針 ⑷ 市レベルの課題 ⑸ 地区

９.
見守り

〇マンション住民同士
の関係が希薄であり、
セキュリティも高いこ
とから、中からも外か
らも把握ができない。

〇見守りを行う上で個
人情報の共有が難しい。

〇課題を抱えている高
齢者が早期に適切な機
関へつながりにくい

〇助け合いの仕組みづ
くりが必要

〇見守りの目を増やす
必要がある

〇地域で見守り活動を
行う組織が少なく、担
い手が不足している。

〇散歩中に迷子にな
り、何度も警察保護
を繰り返している認
知症高齢者。本人に
とっては散歩は日課
であり、健康維持と
して取り組んでいる。
介護者は毎日一緒に
歩くことは出来ず、
散歩の支援が行える
制度や社会資源はな
い。

〇閉じこもりがちで
地域との交流がない
事例

〇周囲の提案などの
助言を聞き入れない
独居高齢者

連携
強化

〇活動に参加している一人一人が
声掛けをし、仲間を増やす。
〇見守りを行っている企業と地域
包括の連携を強化し、情報共有が
できる関係づくりを行う。
〇顔の見える関係を作る。
〇近隣住民が包括などの相談機関
に連絡を入れる基準となるツール
の作成を検討する

〇適切な関係機関へ支
援が必要な人が繋がる
ような連携方法の検討。

〇見守り協定の締結先
を増やし、見守り体制
の強化を図る。

本庁
五香松
飛台
六実六
高台

取組
検討

〇担い手にも健康維持などメリッ
トがあるような活動にする。
〇現在取り組んでいる組織に働き
かけ、他地区での好事例を地域へ
広める。
〇個人情報保護の観点を踏まえつ
つ情報共有ができる仕組みを検討。
〇自主防災組織など、マンション
ごとのコミュニティづくりを行う。
〇毎週見守りパトウォークの実施。
〇散歩時（犬の散歩等）に腕章を
つける
〇「子ども食堂」「集いの場」の
実施
〇皆護ネットワーク（地域に住む
専門職）協力者の募集

〇閉じこもりや町会の
未加入者、独居の方の
把握・アプローチの方
法を検討。

〇見守り活動をしてい
るというシンボル（ビ
ブス、腕章等）を統一
化し、市民全体への認
識を深める。
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10.災害

〇要支援者の把
握ができるとよ
い。

〇避難所、防災
資源の周知が
必要。

高齢者のみの世帯
で介護者がいても
どちらかの医療依
存度が高い、双方
に認知症や持病が
ある事例

実態
把握

〇どこにどんな人がいるのか
把握する機会を設けることが
必要。
〇町会員の希望や心配ごとを
まとめる。
〇日頃からの近所づきあい、
地域活動で世帯の状況を把握。
声かけができる関係作り。
〇防災物品の確認を行う。

在宅で人工呼吸器、人工透
析など医療機器・電源を
使っている人の把握と対応
を関係機関と連携し検討。

明第２西
小金原
新松戸
常盤平
馬橋西

普及
啓発

〇様々な立場や職種が集まる
機会で、防災について情報
共有する。日頃から周知し
ていく。
〇日頃からマンションとその
周辺住民（町会）との交流
を図る（小学校学区での合
同避難訓練等）。避難場所
を明記したシートの作成、
配布掲示。
〇回覧板で災害時の対応・対
策を知らせる。
〇常にお薬手帳を持ち歩く。
〇『小金原版防災マップ』に
避難する場合に不安な個所
を載せる。さらに詳細な情
報として町会版防災マップ
作成を提案。一緒に町歩き
を行い作成に協力する。全
戸配布し活用化をめざす。

〇ペット同行避難について
の周知。

〇避難所の運営や環境整備
についてアドバイスが得
られる機会の提供。
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10.災
害

〇介護が必要な人
の避難について議
論が必要。

〇相談・支援機関
が入っていないが
配慮が必要な方の
対応について検討
が必要

〇要支援者が避難
する場合に不安な
箇所がある。

災害時帰宅で
きない家族か
ら認知症の人
の夜間を心配
しケアマネに
相談があった

連携
強化

〇高齢者を中心に、ケアマネと協
力して防災チェックシートを活
用して平時から防災意識を高め
てもらう。

〇何かあった時に声をかける人、
かけられる人がわかるようにし
ておく。防災対応に改定した
『みまもりあいマップ』を有効
に活用する

〇出来るだけ町会等に入っていた
だく様、話しを進めていく。

〇町会長や民生委員が要支援者に
対して適宜訪問し、日頃から関
係性を作ることで、情報を受け
られやすくなる。

〇防災無線の内容を周知すること
で、近所同士の付き合い等を密に
していく。
〇複数のサービスを利用している
方の安否確認について事前に支援
者間で決めておく。

〇地震だけでなく台風などを
想定した災害対策について、
関係機関、地域と議論を深め
る必要がある。

〇地域関係者が避難所につい
て検討する際に医療・介護専
門職が協力できる体制の整備。

〇避難所への医師や医療・介
護スタッフの配置について検
討が必要。

明第２西
小金原
新松戸
常盤平
馬橋西
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10.災
害

〇医療ケアや介護
が必要な人が被
災した場合に備
える必要がある。

〇要支援者への援
助についての取
り決めが必要。

〇要支援者の避難
所までの移動手
段

エレベーターの
ないマンション
４階居住の高齢
者の災害時の避
難はどのように
すればよいか。

取組
検討

〇町会で白地図を用い、
独自の要配慮者名簿を作
成し、町会・民生委員・
相談協力員の３者で共有
する。

〇役員一人一人が周りの
家庭5軒の安否確認をす
る。

〇町内の安否確認活動の
組織化。

〇介護事業所、医療機関、施設
の被災を想定し有事の際は事務
所の場所や医療器具、介護用品
を共有できる仕組みづくり。

〇要支援者の安否確認の仕組み
づくり。

〇要支援者等が避難する際の交
通手段や福祉用具貸与について
の検討。

〇避難行動に支援を要する人が
移動の際にスムーズに移動でき
る仕組みの検討。

〇福祉避難所運営についての検
討。

明第２西
小金原
新松戸
常盤平
馬橋西
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12.
自立支
援
成年後
見

高齢者の中には身寄り
がなく保証人や死後の
事務処理をしてくれる
人がいない、人がおり、
入院や施設入所の妨げ
になっている。

独居の80代。口腔底がんの
手術後、飲み込みや発語が困
難になり、外出機会が減り、
地域との交流がなく孤立して
いる。孤独死の不安はあるが、
うつ様症状もあり、エンデイ
ングについて行動を起こして
いない。

普及
啓発

元気なうちから「先の事を考
える」（親族との関係を作っ
ておく・お金の準備等）こと
に向き合っていけるよう、啓
発活動を行っていく。

終活支援等関係機関実
施事業の周知協力。

常盤
平団
地
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明第1地区推進会議（令和元年11月26日開催）
日時 参加者 議題

11月26日
（火）
14：00～
16：00

町会 1 医師 3 ケアマネ 3

運転免許の自主返納者に対する優遇措置と移動支
援の実情と課題

地区社協 1 歯科医師 介護事業者
市社協 薬剤師 1 通所介護
民生委員 3 看護師 1 認知症デイ

ボランティア 保健師 1 グループ
ホーム 2

高支連 栄養士 1 地域包括 5
医学生 理学療法士 市役所 1

警察 2 まつどNPO協議会 1
船橋商工振興課 2
京成タクシーHD 1
松戸新京成バス 2
その他 5

消防

合計 36

（１）参加者・議題

（２）議論のまとめ

①課題 ②関係する個別事例
（①に関係する個別事例がある場合に記入）

③地域での
解決の是非
（○・×）

④地域での対応方針
（③が○の場合に記入）

⑤市レベルで期待すること
（任意記入）

〇車を運転しなくても生活
できる環境を整備していく
必要がある。
〇松戸市独自の運転免許自
主返納者に対する支援措置
がない。
〇身近なところに免許返納
できる場がない。

認知症の自覚がなく、免許
返納を拒み運転を続ける独
居の方への支援事例

○

〇高齢者の買い物困難地域
を把握し、タクシー、バス
会社に情報提供し、タク
シー定期券などを検討して
もらう。
〇警察に高齢者の運転免許
証返納の講話を依頼する。
〇バス会社に優待証・高齢
者支援パスについての講話
を依頼する。
〇買い物優待サービス説明。
〇認知症サポーター養成講
座で免許証返納について情
報提供する。

〇市がリーダーシップを取
り、運転免許証返納促進を
する。
〇運転免許証返納手続きの
無料化。
〇運転免許証返納者に対す
る無料パス、バス料金優待。
〇コミュニティバス路線の
拡大。
〇バス保有施設のバスを利
用し、高齢者の交通手段を
確保する。
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明第２西地区推進会議（令和元年11月13日開催）
日時 参加者 議題

11月13日
（水）
19：00～
20：30

町会 医師 1 ケアマネ 5

1. 認知機能検査（ファイブコグテスト）の報告

2. 外出困難高齢者への買物支援ボランティア
「すまいるショッピング」について

3. 「防災チェックシート」について

地区社協 歯科医師 2 介護事業者 6
市社協 1 薬剤師 1 通所介護
民生委員 2 看護師 認知症デイ

ボランティア 保健師 1 グループ
ホーム

高支連 医療相談員 地域包括 6
理学・作業
療法士 2 市役所 1

警察

消防

合計 28

（１）参加者・議題

（２）議論のまとめ
①課題 ②関係する個別事例

（①に関係する個別事例がある場合に
記入）

③地域での
解決の是非
（○・×）

④地域での対応方針
（③が○の場合に記入）

⑤市レベルで期待すること
（任意記入）

ア認知症高齢者数が増加してい
る。 〇

〇認知機能検査（ファイブコグ）
を実施し、認知機能について客観
的な評価を元にした個別の予防セ
ルフケアを指導する。

イ
介護予防・重症化予防として
フレイル・サルコペニアへの
取り組みが必要

急激に体重が減少し、
自立度が低下、尿失禁
による着衣汚染、誤嚥
性肺炎が出てきた事例。

〇
〇フレイル対策として、住民主体
の介護予防活動の会場を増やす。



①課題 ②関係する個別事例
（①に関係する個別事例がある場合に記入）

③地域での
解決の是非
（○・×）

④地域での対応方針
（③が○の場合に記入）

⑤市レベルで期待すること
（任意記入）

ウ
加齢や疾病、高齢者のみ世帯
の増加により、買物に行けな
い高齢者が増えている。

〇
介護施設所有の車両と住民ボ
ランティアを活用した、高齢
者の買物支援を拡大していく。

市全体で、住民同士の支え合
い・助け合いを考えてもらえ
る機運を盛り上げるイベント
や企画を実施してもらいたい。

エ災害時に洪水や液状化が起き
るリスクが高い地域である。 〇

災害弱者である高齢者を中心
に、ケアマネジャーと協力し
て防災チェックシートを活用
して平時から防災意識を高め
てもらう。

12
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明第２東地区推進会議（令和元年9月18日開催）

日時 参加者 議題

7月17日
（水）
17：45～
19：15

町会 6 医師 1 ケアマネ 5

○買い物支援難民の情報交換

○明2西の取り組み紹介

○グループワーク

○2層ワーキングの説明

地区社協 歯科医師 2 介護事業者 5
市社協 薬剤師 2 通所介護
民生委員 2 看護師 認知症デイ

ボランティア 保健師 1 グループ
ホーム

高支連 医療相談員 地域包括 5
理学療法士 市役所 1
警察
消防

合計 30

（１）参加者・議題

（２）議論のまとめ

①課題 ②関係する個別事例
（①に関係する個別事例がある場合に記入）

③地域での
解決の是非
（○・×）

④地域での対応方針
（③が○の場合に記入）

⑤市レベルで期待すること
（任意記入）

ア 自身で買い物に行くことが
難しい地域の高齢者に対し
て行える支援について

加齢や疾患に伴う身体機能
の低下により外出ができな
いという問題を抱えた独居
の地域住民が増えてきてい
る現状がある

×

明第2西で実施している買
い物支援事業を参考にし、
圏域の地理的問題や安全性
等を踏まえたうえで実現で
きるように準備していく。

ボランティア確保のための
周知について協力してほし
い
松戸市市民活動総合補償制
度の対象となるか検討して
ほしい
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本庁地区推進会議（令和元年11月27日開催）

日時 参加者 議題

11月27日
（水）
14：00～
16：00

町会 3 医師 1 ケアマネ 3 地域力を上げるにはどのような取り組みが出来る
か
1.包括支援センターより企業から聞き取った事例
の報告
2.グループワーク「これまで対応した経験や困っ
たこと、適切な支援につながった事例の共有）
3.事例報告
（1）松戸警察署
（2）ヤマト運輸株式会社
（3）千葉県ヤクルト株式会社
（4）明第2西地区オレンジ協力員
4.グループワーク「自分達の立場でどのような取
り組みができるか」

地区社協 1 歯科医師 1 介護事業者 3
市社協 薬剤師 1 福祉用具 1
民生委員 3 作業療法士 1 訪問看護

ボランティア 保健師 1 グループ
ホーム

高支連 医療相談員 地域包括 3
まつどNPO法人 理学療法士 市役所 2
オレンジ
協力員 1 警察 1 ヤマト運輸 2名

ヤクルト 1名
消防

合計 28

（１）参加者・議題

（２）議論のまとめ

①課題 ②関係する個別事例
（①に関係する個別事例がある場合に記入）

③地域での
解決の是非
（○・×）

④地域での対応方針
（③が○の場合に記入）

⑤市レベルで期待すること
（任意記入）

ア
地域で見守り活動を行う組
織が少なく、担い手が不足
している。

散歩中に迷子になり、何度
も警察保護を繰り返してい
る認知症高齢者。散歩は日
課であり、健康維持として
取り組んでいる。介護者は
毎日一緒に歩くことは出来
ず、散歩の支援が行える制
度や社会資源もない。

○

〇活動に参加している一人
一人が声掛けをし、仲間を
増やしていく。
〇活動を行う側にもメリッ
トがあるような活動にする
（健康維持など）
〇現状取り組んでいる組織
に働きかけ、他地区での好
事例の活動と同じ活動とし
て地域へ広めていく。

〇見守り活動をしていると
いうシンボル（ビブス、腕
章等）を統一化し、市民全
体への認識を深める。



①課題 ②関係する個別事例
（①に関係する個別事例がある場合に記入）

③地域での
解決の是非
（○・×）

④地域での対応方針
（③が○の場合に記入）

⑤市レベルで期待すること
（任意記入）

イ 個人情報の共有が難しい。 ○
個人情報保護の観点を踏まえつ
つ、それぞれの立場から情報共
有ができる仕組みづくりを考え
る。

〇見守り協定の締結先を増やす。

〇災害時に必要な情報が適切な
機関に共有できるシステム作り

ウ 課題を抱えている高齢者が早期
に適切な機関へつながりにくい。

○

〇見守りを行っている企業と地
域包括の連携を強化し、情報共
有ができるような関係づくりに
取り組む。
〇他地区の好事例を参考に見守
り活動組織をつくる。

エ
マンション住民同士の関係が希
薄であり、セキュリティも高い
ことから、中からも外からも把
握ができない。

○
それぞれのマンションで自主防
災組織をつくるなど、マンショ
ンごとのコミュニティづくりを
行う。

15
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東部地区推進会議（令和元年9月11日開催）

日時 参加者 議題

9月11日
（水）
13：30～
14：30

町会 医師 1 ケアマネ 4
1.個別ケア会議の振り返り（報告）

2.市地域ケア会議の報告

3.個別ケア会議で把握された地域課題「精神疾患
のある方やその家族への支援者間の連携強化につ
いて」
グループワーク

地区社協 歯科医師 1 介護事業者 1
市社協 1 薬剤師 2 通所介護 1
民生委員 看護師 1 認知症デイ

ボランティア 保健師 1 グループ
ホーム

高支連 医療相談員 地域包括 3

理学療法士 市役所 1

警察 福祉まるごと相談 1
言語聴覚士 1
精神科クリニック事務 1消防
合計 20

（１）参加者・議題

（２）議論のまとめ

①課題 ②関係する個別事例
（①に関係する個別事例がある場合に記入）

③地域での
解決の是非
（○・×）

④地域での対応方針
（③が○の場合に記入）

⑤市レベルで期待すること
（任意記入）

ア 精神疾患について、相談先
が分からない。

7/11 60歳 独居者 統
合失調症 急激に陽性症状
が出現

○
地域包括支援センターがケ
アマネジャーを対象とした
勉強会にて、相談先や連携
できる機関を紹介する。

ケアマネジャー向け研修会
で相談先や連携先について
周知をする。

イ 支援者が精神疾患について
十分な知識がない。

7/11 60歳 独居者 統
合失調症 急激に陽性症状
が出現 〇

地域包括支援センターが精
神科医を講師として勉強会
を開催する。

精神疾患についての研修会
を開催する。
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常盤平地区推進会議（令和元年11月21日開催）

日時 参加者 議題

11月21日
（木）
13：30～
15：30

町会 17 医師 1 ケアマネ 16
・残存能力は高いものの、慣れない土地で閉じこ
もり気味になり、身体機能の低下が懸念される高
齢者
・精神疾患で１０年閉じこもりの子と暮らす不安
の強い高齢者
・エレベーターのないマンション４階居住の高齢
者の災害時の避難はどのようにすればよいか
・体が不自由で避難することが難しい為、災害時
避難しないと決めている方をどう支援したらよい
か

地区社協 歯科医師 介護事業者 ３
市社協 1 薬剤師 2 通所介護
民生委員 看護師 認知症デイ

ボランティア 保健師 2 グループ
ホーム

高支連 6 医療相談員 1 地域包括 4
理学療法士 2 市役所 5
社会福祉士 1
行政書士 ２

合計 63

（１）参加者・議題

（２）議論のまとめ
①課題 ②関係する個別事例

（①に関係する個別事例がある場合に記入）

③地域での
解決の是非
（○・×）

④地域での対応方針
（③が○の場合に記入）

⑤市レベルで期待すること
（任意記入）

１
誰がどんな助けを必要とし
ているのか町会では把握し
きれていない。

エレベーターのないマン
ション４階居住の高齢者の
災害時の避難はどのように
すればよいか。

〇

〇町会の集まりに参加し、
町会に自身のことを把握し
てもらう自助努力も必要。
〇どこにどんな人がいるの
か把握する機会を設けるこ
とが必要。
〇誰が何を必要としている
のか、どこに何が足りない
のか、集約した上で適切に
フォローする体制を作るの
が自治会。
〇避難訓練をおこなう。
〇町会員の希望や心配ごと
をまとめる。

〇要配慮者名簿に手上げし
ていない人の情報を開示し
てほしい。



①課題 ②関係する個別事例
（①に関係する個別事例がある場合に記

入）

③地域での
解決の是非
（○・×）

④地域での対応方針
（③が○の場合に記入）

⑤市レベルで期待すること
（任意記入）

２
医療ケアや介護が必要
な人が被災した場合に
備える必要がある。

エレベーターのないマン
ション４階居住の高齢者
の災害時の避難はどのよ
うにすればよいか。

〇

〇非常時持ち出し用の袋を
用意しておく。
〇常にお薬手帳を持ち歩く
意識を持つ。
〇家族と緊急時の対応を決
めておく。

〇町会と災害医療班と危機管理課
の事前のすり合わせの場を設けて
ほしい。
〇避難所の担当医がいるといい。
〇集約した医療行為が必要な被災
者人の情報を知らせる窓口の開設
（福祉避難所への振り分け）
〇医療や福祉の体制の伴う避難場
所を増やしてほしい。
〇医療的ケアのために電源等が必
要な方へ優先的に電気が使えるシ
ステムを作り。
〇介護事業所、医療機関、施設の
被災を想定し有事の際は事務所の
場所や医療器具、介護用品を共有
できる仕組みづくり。

３ 要支援者への援助につ
いての取り決めが必要。

エレベーターのないマン
ション４階居住の高齢者
の災害時の避難はどのよ
うにすればよいか。

〇

〇役員一人一人が周りの家
庭5軒の安否確認をする。
〇町内の安否確認活動の組
織化。
〇複数のサービスを利用し
ている方の安否確認は誰が
おこなうのか、事前に支援
者間で決めておく。
〇町会で白地図を用い、独
自の要配慮者名簿を作成し、
町会・民生委員・相談協力
員の３者で共有する。

〇要配慮者にどの事業所が支援に
入るのかの取り決め。
〇地域の小さい単位で安否確認を
おこない、連絡網のようなものを
用いて最終的には長に安否確認の
結果や情報がいく仕組みづくり。

常盤平地区推進会議（令和元年11月21日開催）
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①課題 ②関係する個別事例
（①に関係する個別事例がある場合に記入）

③地域での
解決の是非
（○・×）

④地域での対応方針
（③が○の場合に記入）

⑤市レベルで期待すること
（任意記入）

４ 避難所までの移動手段

エレベーターのないマン
ション４階居住の高齢者の
災害時の避難はどのように
すればよいか。

〇
〇町会のリアカーを出す。
がものは運べても人は難し
いかもしれない。

〇集合住宅等はエレベー
ターが使えないことを想定
して担架、スロープ、大人
用おんぶ紐等のがあるとよ
い。
〇避難所に空き家を活用し
てほしい。
〇災害時はコミュニティバ
スを避難所までの移動に活
用してほしい。
〇避難する際に福祉用具を
貸し出してもらえるシステ
ム。

５ 情報が途絶えてしまう。

エレベーターのないマン
ション４階居住の高齢者の
災害時の避難はどのように
すればよいか。

〇 〇回覧板で災害時の対応・
対策を知らせる。

〇ネットが使えない高齢者
や障碍者のために自宅に災
害情報の受信ができるよう
いスピーカーや防災無線受
信機の貸与を検討してほし
い。

常盤平地区推進会議（令和元年11月21日開催）
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①課題 ②関係する個別事例
（①に関係する個別事例がある場合に記

入）

③地域での
解決の是非
（○・×）

④地域での対応方針
（③が○の場合に記入）

⑤市レベルで期待すること
（任意記入）

6 避難所の運営

エレベーターのないマン
ション４階居住の高齢者
の災害時の避難はどのよ
うにすればよいか。

〇

〇ＨＵＧ訓練を地区単位で
実施する。
〇避難所が開設された際に、
現地へ駆け付ける町会員を
決めておく。

〇避難所の学校、市民センター、
福祉事務所、町会、市が話し合い、
細かいマニュアルを作る機会。
〇ペットと一緒に避難できるよう
にしてほしい。
〇事前に避難所の環境整備（一人
当たりの空間づくりや同線の確保
等）のアドバイスを専門家から受
ける機会を設ける。
〇避難所が足りなくなることもあ
るため、車で避難できる場所（校
庭、グラウンドスーパーの駐車
場）等も情報開示する。
〇有事の際は自宅を避難場所とし
て提供してよいという人を募り、
掲示板を作成。

７

ライフラインが止まっ
た時の想定、何もでき
ない時の想定を町会、
自治会は考えないとい
けない。

エレベーターのないマン
ション４階居住の高齢者
の災害時の避難はどのよ
うにすればよいか。

〇 〇町会で発電機や飲料水、
備蓄食品を用意する。

〇避難所運営のメンバーに地区の
介護事業所、医療機関等の専門職
を入れることを義務化してほしい
（ＰＴ，要具、介護関係、薬剤師、
医師、看護師、ＭＳＷ等）

常盤平地区推進会議（令和元年11月21日開催）
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常盤平団地地区推進会議（令和元年7月4日開催）

日時 参加者 議題

7月4日
（木）
13：30～
15：00

町会 4 医師 1 ケアマネ 4

1.団地在住の高齢者の中には、身寄りがないがた
めに「保証人がいない。」といった方がいて、入
院や施設入所の妨げになっている。これからも、
増え続けていくであろうこのようなケースに対し、
どのように対応していけば良いか。

地区社協 2 歯科医師 介護事業者
市社協 2 薬剤師 通所介護 1
民生委員 5 看護師 認知症デイ

ボランティア 保健師 グループ
ホーム

高支連 医療相談員 1 地域包括 3
作業療法士 1 市役所 1
警察 URコミュニティ 2

司法書士 1
市議会議員 1消防
合計 29

（１）参加者・議題

（２）議論のまとめ

①課題 ②関係する個別事例
（①に関係する個別事例がある場合に記入）

③地域での
解決の是非
（○・×）

④地域での対応方針
（③が○の場合に記入）

⑤市レベルで期待すること
（任意記入）

ア

団地在住の高齢者の中には身
寄りがないがために「保証人
がいない。」「死後の事務処
理をしてくれる人がいな
い。」といった方がいて、入
院や施設入所の妨げになって
いる。

独居80代男性。口腔底がん
の手術後、飲み込みや発語
が困難になり、外出機会が
減り、地域との交流がなく
孤立している。孤独死の不
安はあるが、うつ的症状も
あり、エンデイングについ
て行動を起こしていない。

×

〇元気なうちから「先の事を
考える」ことに向き合ってい
けるよう、啓発活動を行って
いく。（親族との関係を作っ
ておく・お金の準備等の自助
努力。）

〇どの病院・施設も「保証
人」に対して同じ受け入れ
体制にする共通ルールの整
備。
〇終活支援事業の相談窓口
の設置等、社協の事業の
バックアップ。
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五香松飛台地区推進会議（令和元年6月20日開催）
日時 参加者 議題

6月20日
（木）
13：30～
15：30

町会 4 医師 3 ケアマネ 6

1.地域ケア推進会議の説明

2.五香松飛台地区の現状

3.地域作り交流会の説明

4.グループワーク「住みやすい地域にする為に」

5.その他

地区社協 1 歯科医師 1 介護事業者
市社協 1 薬剤師 通所介護
民生委員 5 看護師 認知症デイ

ボランティア 保健師 1 グループ
ホーム

高支連 6 生活相談員 1 地域包括 4
皆護ネッ
トワーク 3 理学療法士 1 市役所 1

防災ボラ
ンティア 警察

障害者相談室 1
まつどNPO協議会 1
包括実習生 1
管理栄養士 2消防
合計 43

（１）参加者・議題

（２）議論のまとめ

①課題
②関係する個別事
例（①に関係する個別事例があ

る場合に記入）

③地域での解
決の是非
（○・×）

④地域での対応方針
（③が○の場合に記入）

⑤市レベルで期待すること
（任意記入）

ア 見守りの目を増やす ○
〇毎週見守りパトウォークの実施。
〇散歩時（犬の散歩等）に腕章をつける
〇「子ども食堂」「集いの場」の実施
〇皆護ネットワーク協力者の募集

イ共生社会の実現 ○ 〇小・中学校で「障がい者教室」
〇認知症サポーター養成講座等の実施

〇小中学生へのアプローチ
について教育委員会への働
きかけ

ウ買い物支援 ○ 〇デイ送迎者の日中活用
〇有償での車の送迎

〇インフォーマル支援の実
現のためにボランティアを
ポイント制にして将来自分
の必要時に還元できる仕組
みの構築
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六実六高台地区推進会議（令和元年11月6日開催）

日時 参加者 議題

11月6日
（水）
13：30～
15：30

町会 1 医師 1 ケアマネ 7 1.参加委員の自己紹介
2.地域ケア会議について
3.令和元年度上半期地域包括支援センターの活動
報告
4.令和元年度上半期地域個別ケア会議・松戸市地
域ケア会議の報告
5.課題検討：地域づくり～助けあいとは
①助けあいとは
②助けあいの仕組みを作るにはどうしたらよい

か？
6.次回以降の地域ケア会議について
7.その他

地区社協 1 歯科医師 1 介護事業者 4
市社協 1 薬剤師 1 通所介護
民生委員 看護師 認知症デイ

ボランティア 2 保健師 1 グループ
ホーム

高支連 医療相談員 地域包括 4
元気応援 1 理学療法士 1 市役所 1
老人会 １ 警察

NPO協議会 1
消防

合計 27

（１）参加者・議題

（２）議論のまとめ

①課題 ②関係する個別事例
（①に関係する個別事例がある場合に記入）

③地域での
解決の是非
（○・×）

④地域での対応方針
（③が○の場合に記入）

⑤市レベルで期待すること
（任意記入）

ア地域づくり～助けあいとは～
①助けあいとは？

閉じこもりがちで地域との
交流がない 〇 〇顔の見える関係作りを作っ

ていく。
〇閉じこもりや町会の未加入
者、独居の方へのアプローチ

イ②助けあいの仕組みを作るに
はどうしたら良いか？

周囲の提案などの助言を拒
否する独居高齢者の支援 〇

〇近隣住民が包括などの相談
機関に連絡を入れる基準とな
るツールの作成を検討する。

〇適切な関係機関(行政・包
括・医療機関・保健福祉セン
ター・地域など)へ支援が必
要な人が繋がるような連携方
法の検討。
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小金原地区推進会議（令和元年11月15日開催）
日時 参加者 議題

11月15日
（金）
13：00～
14：30

町会 ９ 医師 ケアマネ 6

1.令和元年度 第２回・第３回地域個別ケア会議
のまとめ

2.令和元年度第１回地域包括ケア推進会議までの
振り返り

3.地域でできること・地域について知ろう
『防災マップを作ろう』（グループワーク）

歯科医師 1 介護事業者 3
市社協 認知症疾患医

療センター 1
通所介護 2

民生委員 認知症デイ

ボランティア 保健師 １ グループ
ホーム 2

高支連 ４ 作業療法士 １ 地域包括 6
オレンジ
協力員

在宅医療介護
連携支援セン
ター

１ 市役所
（危機管理
課、障害福
祉課等）

４防災部 ２ 警察
支所 １ 消防 １

合計 ４５

（１）参加者・議題

（２）議論のまとめ

①課題 ②関係する個別事例
（①に関係する個別事例がある場合に記入）

③地域での
解決の是非
（○・×）

④地域での対応方針
（③が○の場合に記入）

⑤市レベルで期待すること
（任意記入）

ア 災害発生時自助だけでは対応
できない世帯が多い。

高齢者のみの世帯で介護者
がいてもどちらかの医療依
存度が高い、双方に認知症
や持病があるケース。

○

何かあった時に声をかける人、
かけられる人がわかるように
しておく。防災対応に改定し
た『みまもりあいマップ』を
有効に活用できるようにする。

在宅で人工呼吸器、人工透析
など医療機器を使っている人
の把握。

イ
日常生活を送るには支障ない
が、突発的な災害発生時支援
対象となる世帯が把握できて
いない。

災害時帰宅できない家族か
ら認知症の人の夜間を心配
しケアマネに相談があった。

○
日頃からの近所づきあい、地
域活動で世帯の状況を把握。
声かけができる関係作り。

ウ 避難所、防災資源などが周知
されていない。 ＿ ○

『小金原版防災マップ』の作
成。全戸配布し活用化をめざ
す。



①課題 ②関係する個別事例
（①に関係する個別事例がある場合に記入）

③地域での
解決の是非
（○・×）

④地域での対応方針
（③が○の場合に記入）

⑤市レベルで期待すること
（任意記入）

エ要配慮者が避難する場合、心
配される箇所がある。 ＿ ○

『小金原版防災マップ』に情
報として載せる。さらに詳細
な情報として町会版防災マッ
プ作成を提案。一緒に町歩き
を行い作成に協力する。

歩道の桜の根の凸凹解消など
安全に通行できるような歩道
の整備。

小金原地区推進会議（令和元年11月15日開催）
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新松戸地区推進会議（令和元年11月21日開催）

日時 参加者 議題

11月21日
（木）
10：00～
12：00

町会 2 医師 2 ケアマネ 3

1.新松戸地域包括支援センター活動報告
2.推進、個別ケア会議の振り返り(R元年9月開催
分)
3.防災・災害について 現場で行ったことの共有、
グループワーク
4来年度の日程について

地区社協 歯科医師 1 介護事業者
市社協 1 薬剤師 1 通所介護
民生委員 1 訪問看護師 1 認知症デイ

ボランティア 保健師 1 グループ
ホーム 1

高支連 1 医療相談員 1 地域包括 4
理学療法士 2 市役所 2
警察
消防

合計 24

（１）参加者・議題

（２）議論のまとめ

①課題 ②関係する個別事例
（①に関係する個別事例がある場合に記入）

③地域での
解決の是非
（○・×）

④地域での対応方針
（③が○の場合に記入）

⑤市レベルで期待すること
（任意記入）

ア

今回の台風、大雨について
は、今まで被災したことが
なく、大丈夫だろうと、危
機感がなかった。防災倉庫
の場所や内容が分からない。

〇
いろんな立場や職種が適宜
集まりを持ち、情報共有し
ていく。日頃から周知して
いく。防災物品の確認。
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①課題 ②関係する個別事例
（①に関係する個別事例がある場合

に記入）

③地域での
解決の是非
（○・×）

④地域での対応方針
（③が○の場合に記入）

⑤市レベルで期待すること
（任意記入）

イ

サービス利用者に対しては事前に
対策がとれたが、サービスの繋が
りが無い、家族（子どもが発達障
害等）の問題がある家庭の対応が
難しい。相談する所もわからない。

〇

出来るだけ町会等に入って
いただく様、話しを進めて
いく。サービス等利用者に
ついては、CMを中心にSS
やレスパイト入院にする等
の対策。

日頃、サービス利用いがな
い方の相談窓口を明確にし
てもらう。電源が必要な方
についての検討。

ウ

松戸市の放送が、風雨にかき消さ
れ、聞こえなかった。開いている
避難所について、メールで確認す
るとして、見られない人はどうす
るか

〇
松戸市の考え方を周知徹底
することで、近所同士の付
き合い等を密にしていく。

放送が聞こえるとは思って
おらず、何か言ってるな、
と意識し自らTVやラジオ等
で情報を得てほしい。

エ

マンション避難については、在宅
避難が基本とされている。浸水の
場合、周辺の住民も避難してくる
可能性があるが、そこまでの把握
は難しい。

〇

日頃から周辺住民（町会）
との交流を図っていく（小
学校学区での合同避難訓練
等）。避難場所を明記した
シートの作成、配布掲示。

オ

何らかの介護が必要な方を避難所
に連れて行っても介護者が居な
かったり、福祉避難所が開いてい
なかった。

×

避難所に介護職の配置等検
討してもらう。移動の際、
タクシーを無料で使用でき、
後日タクシー業者から市に
請求するしくみ等検討して
もらう。福祉避難所を開け
てほしい。

カ
個人情報をオープンにしないでほ
しいという人もいる。 〇

町会長や民生委員による適
宜訪問。日頃から関係性を
作っていくことで、情報を
受けられやすくなる。
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馬橋西地区推進会議（令和元年11月15日開催）

日時 参加者 議題

11月15日
（金）
19：00～
20：30

町会 医師 ケアマネ 1

・前回の個別会議のモニタリングについて
・地域課題について
・松戸システムⅡ
・各関係者及び団体からの連絡事項等
・次回開催日程のお知らせ

地区社協 2 歯科医師 1 介護事業者
市社協 1 薬剤師 2 通所介護 1
民生委員 3 看護師 認知症デイ 1

ボランティア 保健師 1 グループ
ホーム 1

高支連 医療相談員 地域包括 4
オレン

ジ協力員 理学療法士 市役所 1

警察
その他（リハビリ職）1

消防
合計 20

（１）参加者・議題

（２）議論のまとめ

①課題 ②関係する個別事例
（①に関係する個別事例がある場合に記入）

③地域での
解決の是非
（○・×）

④地域での対応方針
（③が○の場合に記入）

⑤市レベルで期待すること
（任意記入）

ア

災害発生時の要介護者等へ
の対応を視野に入れた困難
事例における医療対応の推
進が必要。

アパートで１階住まいの高
齢者。独居で耳が遠い方の
避難と移動の支援

〇

〇安否確認の役割分担。
〇避難行動要支援者名簿の
活用方法が町会、民生等で
の理解の相違がある為、活
用法の確認を行う。
〇災害時等への対応を含め、
現在医療、介護が必要な方
に対する、アウトリーチの
事業の活用。

〇停電の際の医療依存度が
高い方の対応方法。
〇避難時の移動支援につい
て、台風のように前もって
わかる為バスで市内を回る
等の検討。
〇避難行動要支援者名簿の
活用方法についての周知
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馬橋地区推進会議（令和元年9月5日開催）

日時 参加者 議題

9月5日
（木）
9：30～
11：00

町会 医師 1 ケアマネ 2

1.地域ケア会議の三層構造について

2.地域課題についての話し合い
「地域の認知症見守りに、オレンジ協力員の力を
活かす取り組みや工夫とは？」

3.市地域ケア会議の報告、その他連絡事項

地区社協 歯科医師 介護事業者
市社協 薬剤師 1 通所介護 1
民生委員 2 看護師 1 認知症デイ

ボランティア 保健師 1 グループ
ホーム

高支連 作業療法士 1 地域包括 5
理学療法士 1 市役所 1
警察 訪問介護 1

小規多機能 1消防
合計 19

（１）参加者・議題

（２）議論のまとめ

①課題 ②関係する個別事例
（①に関係する個別事例がある場合に記入）

③地域での
解決の是非
（○・×）

④地域での対応方針
（③が○の場合に記入）

⑤市レベルで期待すること
（任意記入）

ア

認知症になっても、周りの
方の協力をえながら地域で
安心して暮らしていくには
どのようなサポートがあっ
たら良いか。

〇認知症の独居男性で、在
宅生活を続けたいと希望し
ているが、そのために社会
資源の活用を必要とする事
例。
〇認知症の身寄りがない高
齢者で、自宅で最期まで暮
らしたいが、周りから孤立
し、ケアマネに公私を超え
た要求をする事例。

〇

○地域の方に認知症をもっと
知っていただくための機会を
設ける。(施設のことも地域
の方に知ってもらうため、施
設の見学ツアー等を企画し、
理解を深める。
○認知症の家族と一緒に出か
けられる場を作る。
○認知症の人の支援が出来る
人を増やす取り組みを行う。

○地域包括の存在を広く周知
するため、市関係機関の窓口
で情報発信するための方法や
ツールの整備。
○認知症という言葉に拒否反
応を示す人が多いため認知症
カフェという名称に代わる呼
び名の検討。



①課題 ②関係する個別事例
（①に関係する個別事例がある場合に記

入）

③地域での
解決の是非
（○・×）

④地域での対応方針
（③が○の場合に記入）

⑤市レベルで期待すること
（任意記入）

イ
気になった時に相談できる先
や、声を発することができる
場所がわからない人が多い。

〇

○地域包括の存在をもっと周
知していく。
○近所に気になる人が居た時
に情報を伝えられる場や仕組
みを考える。

○支所で市や地域包括の取り組
みをテレビ画面で流す。
○支援が必要な状況か判断でき
るようなチェックリストの作成
と普及。

ウオレンジ協力員の力を活かす
取り組みと工夫が足りない。 〇

○オレンジ協力員の数を増や
す取り組みを行う。
○オレンジ協力員の勉強会・
交流会を定期的に開催してい
く。
○オレンジ協力員が実践でき
る場を考える。
○オレンジリングの存在と意
味を地域に周知する。

〇オレンジ協力員の活動記録
ノートの作成。

馬橋地区推進会議（令和元年9月5日開催）
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